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特別展示「外務省創設 150 年記念　日本外交の 150 年」

外
務
省
で
は
、
年
に
一
～
二
回
程
度
、
外
交
史
料
館
別
館
展
示
室
に
お
い
て
、

外
務
省
周
年
事
業
や
外
交
史
上
の
重
要
事
件
・
人
物
に
ち
な
ん
だ
特
別
展
示
を
開

催
し
て
い
る
。

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
、
明
治
二
年
七
月
八
日
（
一
八
六
九
年
八
月
一
五

日
）に
外
務
省
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
一
五
〇
年
の
節
目
の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
一
五
〇
年
の
間
に
結
ば
れ
た
諸
外
国
と
の
条
約
書
や
外
交
交
渉
の
記
録
等
、

外
交
活
動
を
跡
づ
け
る
外
務
省
所
蔵
史
料
を
展
示
し
、
日
本
外
交
一
五
〇
年
の
歩

み
を
振
り
返
る
特
別
展
示
を
開
催
し
た
（
開
催
期
間
：
令
和
元
年
七
月
二
日
～
令

和
元
年
一
〇
月
四
日
）。

展
示
構
成
は
、
四
部
構

成
と
し
、
第
一
部
は
明
治

期
の
外
交
、
第
二
部
は
大

正
期
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
会
議
ま
で
の
外

交
、
第
三
部
は
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
発
効

後
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま

特
別
展
示

「
外
務
省
創
設
一
五
〇
年
記
念　

日
本
外
交
の
一
五
〇
年
」
に
つ
い
て

で
の
外
交
を
歴
史
の
流
れ
に
沿
っ
て
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
第
四
部
で
は
、
先
進

国
・
経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
が
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
現
在
も
取
り
組
ん
で

い
る
国
際
的
な
諸
問
題
や
そ
の
解
決
の
た
め
の
国
際
協
調
の
枠
組
み
を
紹
介
し
た
。

外
交
史
料
館
で
は
、
通
常
、
館
の
所
蔵
史
料
か
ら
展
示
の
構
成
を
組
み
立
て
て

い
る
が
、
本
展
示
で
は
外
務
省
一
五
〇
年
の
歩
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在

の
外
交
活
動
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
も
ね
ら
い
と
し
た
た
め
、
外
務
本
省
各

課
室
の
協
力
を
得
て
、
当
館
に
移
管
さ
れ
る
前
の
戦
後
期
条
約
書
や
現
用
の
行
政

文
書
を
借
用
し
、
今
ま
さ
に
取
り
組
ん
で
い
る
外
交
問
題
に
つ
い
て
、
展
示
史
料

を
通
じ
て
紹
介
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

ま
た
、
別
館
展
示
室
で
は
、
幕
末
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
日
本
外
交
の
足

跡
を
示
す
代
表
的
な
史
料
の
レ
プ
リ
カ
を
常
設
展
示
し
て
い
る
が
、
本
展
示
の
期

間
中
、
こ
の
う
ち
七
点
の
史
料
を
選
び
、
特
別
に
原
本
を
展
示
し
た
（
一
点
を
約

二
週
間
展
示
し
、
展
示
期
間
内
に
六
回
展
示
替
え
を
実
施
）。

会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
一
五
〇
年
の
外
交
史
を
史
料
と
と
も
に
学
べ
て
良

か
っ
た
」、「
学
校
で
学
ん
だ
内
容
を
目
で
見
る
こ
と
で
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
っ
た
」、

「
貴
重
な
史
料
の
本
物
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の

好
意
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、常
設
展
示
の
原
本
展
示
を
見
る
た
め
に
、
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展
示
期
間
中
に
複
数
回
来
館
し
て
く
だ
さ
っ
た
観
覧
者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。

本
特
別
展
示
の
展
示
史
料
解
説
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
主
な
展
示
史

料
の
画
像
や
解
説
が
、
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
過
去
の

特
別
展
示
・
企
画
展
示
一
覧
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
外
交
史
料
館
Ｈ
Ｐ
「
過
去
の
特
別
展
示
・
企
画
展
示
一
覧
」

 https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/honsho/shiryo/archive.

htm
l#section3
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「
日
本
外
交
の
一
五
〇
年
」〈
展
示
史
料
解
説
〉

は
じ
め
に

明
治
二
年
七
月
八
日
（
一
八
六
九
年
八
月
一
五
日
）、
外
務
省
が
創
設
さ
れ
、
初

代
外
務
卿
に
沢
宣
嘉
（
さ
わ
・
の
ぶ
よ
し
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
以
後
、
外
務
省

は
わ
が
国
外
交
活
動
の
中
心
と
し
て
、
そ
の
使
命
の
遂
行
に
努
力
し
、
今
日
さ
ら

に
、
わ
が
国
の
発
展
と
世
界
の
平
和
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
は
、
外
務
省
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
一
五
〇
周
年
の
節

目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
本
展
示
で
は
、
外
務
省
創
設
か
ら
一
五
〇
年
の
間
に
結

ば
れ
た
諸
外
国
と
の
条
約
書
等
を
中
心
に
、外
務
省
が
所
蔵
す
る
史
料
を
通
し
て
、

日
本
外
交
一
五
〇
年
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
展
示
が
こ
れ
ま
で
の
日
本
外
交
の
歩
み
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
外
交
の
あ
り
方
を
考
え
て
頂
く
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ⅰ　

外
務
省
の
創
設
と
明
治
の
外
交

　

§
外
務
省
の
創
設

慶
応
四
年
一
月
（
一
八
六
八
年
二
月
）、
明
治
新
政
府
は
王
政
復
古
と
天
皇
の

外
交
主
権
掌
握
を
諸
外
国
に
告
げ
、
外
交
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
外
国
事
務

総
督
及
び
外
国
事
務
掛
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
版
籍
奉
還
後
の
制
度
改
革

に
よ
り
、
明
治
二
年
七
月
八
日

（
一
八
六
九
年
八
月
一
五
日
）、
外

務
省
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
制
度
に
お
け
る
外
務
省
の
長

官
は
外
務
卿
と
呼
ば
れ
、
初
代

外
務
卿
に
は
、
沢
宣
嘉
が
就
任

し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
務
省
は

設
立
当
初
、
築
地
に
あ
り
ま
し

た
が
、
職
員
の
増
加
に
伴
い
手

狭
に
な
り
、明
治
三
（
一
八
七
一
）

年
、
現
在
の
所
在
地
で
あ
る
霞
ヶ

関
に
移
転
し
ま
し
た
。

明治5（1872）年頃に撮影された外務省庁舎
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§
明
治
の
外
交

明
治
初
期
の
日
本
は
、
日
清
修
好
条
規
、
日
朝
修
好
条
規
な
ど
の
締
結
に
よ
っ

て
、
条
約
に
基
づ
い
て
近
隣
諸
国
と
の
外
交
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
国
境

を
画
定
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
幕
府
か
ら
引
き
継
い
だ
不
平
等
条
約
の
改
正
も
大
き
な
外
交
課
題
で
し

た
。
幕
末
以
来
、
日
本
が
欧
米
諸
国
と
の
間
で
結
ん
だ
条
約
は
、
外
国
側
に
領
事

裁
判
権
を
付
与
し
、
日
本
側
の
関
税
自
主
権
を
認
め
な
い
不
平
等
な
も
の
で
、
明

治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
岩
倉
使
節
団
の
派
遣
以
来
、
政
府
は
欧
米
諸
国
と
の
対

等
な
関
係
を
求
め
て
、
粘
り
強
く
交
渉
を
続
け
ま
し
た
。
交
渉
は
数
十
年
に
及
ぶ

も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
法
典
の
整
備
な
ど
、
条
約
改
正
の
条
件
と
し
て
列
国
か

ら
求
め
ら
れ
た
国
内
諸
制
度
の
近
代
化
を
着
実
に
進
め
る
な
か
、
ロ
シ
ア
の
極
東

進
出
を
警
戒
し
た
英
国
が
し
だ
い
に
日
本
に
好
意
的
な
態
度
を
示
す
よ
う
に
な
り
、

明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
、日
英
通
商
航
海
条
約
の
調
印
に
成
功
し
ま
し
た
（
展

示
史
料
三
）。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
は
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
、
関
税
自
主
権
の
一
部

回
復
を
達
成
し
、
条
約
改
正
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
英
通
商
航
海
条
約
調
印
の
同
年
に
勃
発
し
た
日
清
戦
争
、
そ
の
一

〇
年
後
の
日
露
戦
争
と
い
う
二
つ
の
戦
争
な
ど
を
経
て
、明
治
四
四
（
一
九
一
一
）

年
、
日
本
は
列
国
と
新
条
約
を
締
結
し
、
関
税
自
主
権
の
完
全
な
回
復
に
成
功
し

ま
し
た
。
こ
こ
に
至
り
、
幕
末
以
来
の
重
要
外
交
課
題
で
あ
っ
た
条
約
改
正
が
達

成
さ
れ
、
国
際
社
会
の
中
で
日
本
は
列
国
と
対
等
な
地
位
を
得
ま
し
た
。

展
示
史
料
一

明
治
二
年
九
月
一
四
日
（
一
八
六
九
年
一
〇
月
一
八
日
）
調
印

明
治
四
年
一
二
月
三
日
（
一
八
七
二
年
一
月
一
二
日
）
批
准
書
交
換

日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
修
好
通
商
航
海
条
約

外
務
省
創
設
後
に
初
め
て
結
ん
だ
条
約
で
す
。
相
手
国
側
の
権
利
が
最
も
整
備

さ
れ
た
も
の
で
、
不
平
等
条
約
の
典
型
と
な
り
ま
し
た
。
沢
外
務
卿
の
花
押
が
見

ら
れ
ま
す
。

展
示
史
料
二

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年

使
清
日
記

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
調
印
し
た
日
清
修
好
条
規
の
批
准
書
交
換
と
清
国

皇
帝
の
親
政
慶
祝
の
た
め
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
、
副
島
種
臣
（
そ
え
じ
ま
・

た
ね
お
み
）
外
務
卿
が
清
国
に
渡
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
職
外
務
卿
の
初
の
外

国
訪
問
で
し
た
。
展
示
史
料
二
は
そ
の
際
の
様
子
を
伝
え
る
記
録
で
す
。
中
央
に

座
っ
て
い
る
の
が
清
国
皇
帝
の
同
治
帝
で
す
。対
面
し
て
い
る
洋
装
二
名
の
う
ち
、

右
側
が
副
島
、
左
側
が
通
訳
官
で
す
。
副
島
は
儀
式
用
の
衣
服
で
あ
る
大
礼
服
を

着
用
し
、
国
際
慣
例
に
従
い
、
単
独
で
謁
見
し
、
国
書
を
捧
呈
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
三

明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
七
月
一
六
日
調
印
、
同
年
八
月
二
五
日
批
准
書
交
換

日
英
通
商
航
海
条
約
（
批
准
書
）

本
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
条
約
改
正
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
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ア
女
王
の
署
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

●
陸
奥
宗
光
（
一
八
四
四
年
〜
一
八
九
七
年
）

陸
奥
宗
光
（
む
つ
・
む
ね
み
つ
）
は
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
、
駐
米
公

使
兼
駐
メ
キ
シ
コ
公
使
と
な
り
、
メ
キ
シ
コ
と
の
間
で
ア
ジ
ア
以
外
の
国
と
は
初

と
な
る
平
等
条
約
（
日
墨
修
好
通
商
条
約
）
の
調
印
に
成
功
し
ま
し
た
（
常
設
展

示
Ⅱ
―
九
）。

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
八
月
、
外
務
大
臣
就
任
。
在
任
中
に
、
日
英
通
商

航
海
条
約
調
印
に
成
功
し
、
同
時
期
に
日
清
戦
争
の
開
戦
、
講
和
、
三
国
干
渉
と

日
本
外
交
を
指
導
し
ま
し
た
。

Ⅱ　

協
調
か
ら
孤
立
、
講
和
へ

　

§
協
調
外
交

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
日
本
は
日
英

同
盟
を
理
由
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
て
参
戦
し
、
中
国
の
山
東
半
島
の
ド
イ
ツ

租
借
地
を
占
領
し
、
中
国
政
府
に
対
し
い
わ
ゆ
る
「
対
華
二
十
一
ヵ
条
要
求
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
一
月
、
ド
イ
ツ
が
連
合
国
と
休
戦
条
約
を
締
結
す

る
と
、
翌
年
一
月
か
ら
パ
リ
で
講
和
会
議
が
開
催
さ
れ
、
六
月
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

講
和
条
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
日
本
は
米
英
仏
伊
と
並
ん
で
戦
勝
国
の
一
員
と
し

て
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
米
国
大
統
領
の
提
唱
し
た
十
四
ヵ
条
の

原
則
等
が
会
議
の
基
調
と
な
り
、
秘
密
外
交
に
よ
る
同
盟
・
協
調
関
係
、
い
わ
ゆ

る
「
旧
外
交
」
が
大
戦
を
引
き
起
こ
し
た
と
の
反
省
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
反

省
か
ら
、
条
約
に
は
、
公
開
外
交
に
よ
る
多
国
間
協
調
と
い
う
「
新
外
交
」
の
理

念
を
具
現
化
す
る
組
織
で
あ
る
国
際
連
盟
の
創
設
が
規
定
さ
れ
、
翌
年
、
国
際
連

盟
が
発
足
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
勢
力
伸
長
に
よ
っ
て
極
東
に
お
け
る
列
強

間
の
力
の
均
衡
が
崩
れ
た
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
も
新
し
い

国
際
秩
序
が
必
要
と
な
り
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
一
一
月
か
ら
ワ
シ
ン
ト

ン
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
海
軍
軍
縮
条
約
、
中
国
に
関
す
る
九
国

条
約
、
太
平
洋
に
関
す
る
四
国
条
約
等
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
二
〇
年
代
は
、
国
際
問
題
に
つ
い
て
多
国
間
で
の
国
際
協
力
を
重
視
し
て

解
決
す
る
「
協
調
外
交
」
の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議

に
日
本
代
表
の
一
人
と
し
て
出
席
し
た
幣
原
喜
重
郎
（
し
で
は
ら
・
き
じ
ゅ
う
ろ

う
）
は
、
協
調
外
交
の
代
表
的
な
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
（
一
九
二
四
年

〜
一
九
三
一
年
の
間
に
四
度
外
務
大
臣
を
務
め
ま
し
た
）。
幣
原
は
、
中
国
に
対

す
る
不
干
渉
政
策
を
堅
持
し
、
機
会
均
等
主
義
の
も
と
、
日
本
と
各
国
と
の
経
済

的
な
関
係
を
深
め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
精
神
に
依
拠
し
た
国
際
秩
序
を
形
成
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
幣
原
の
姿
勢
は
、
軍
部
や
右
翼
な
ど
か

ら
「
軟
弱
外
交
」
と
非
難
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に

は
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
が
、
野
党
の
反
発
が
強
く
、
統
帥

権
干
犯
問
題
に
発
展
し
、
浜
口
雄
幸
（
は
ま
ぐ
ち
・
お
さ
ち
）
総
理
が
狙
撃
さ
れ

る
事
件
と
な
り
ま
し
た
。
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§
孤
立
す
る
日
本

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
、
満
州
事
変
が
勃
発
し
ま
し
た
。
当
初
の
若
槻

礼
次
郎
（
わ
か
つ
き
・
れ
い
じ
ろ
う
）
内
閣
の
不
拡
大
方
針
を
よ
そ
に
、
関
東
軍

の
軍
事
行
動
は
拡
大
し
、
満
州
国
が
建
国
さ
れ
ま
し
た
。
事
変
解
決
を
め
ぐ
る
国

際
連
盟
の
審
議
で
は
日
本
の
主
張
は
認
め
ら
れ
ず
、
日
本
は
連
盟
か
ら
脱
退
し
ま

し
た
。
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
中
国
と
の
間
で
停
戦
協
定
が
結
ば
れ
、
満
州

事
変
は
一
段
落
し
ま
し
た
が
、
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
の
二
・
二
六
事
件
等

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
軍
部
が
台
頭
し
、
外
交
に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
に
は
、
盧
溝
橋
事
件
を
契
機
に
日
中
戦
争
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
九
月
に
は
、ド
イ
ツ
が
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
局

に
お
い
て
ド
イ
ツ
が
圧
倒
的
優
勢
と
な
る
と
、
国
際
的
孤
立
を
深
め
る
日
本
は
、

昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
九
月
、
フ
ラ
ン
ス
領
北
部
イ
ン
ド
シ
ナ
に
進
駐
す
る

と
と
も
に
、
独
伊
両
国
と
の
提
携
を
強
め
る
べ
く
、
日
独
伊
三
国
同
盟
を
結
び
ま

し
た
。
し
か
し
、
三
国
同
盟
の
締
結
は
米
英
の
対
日
姿
勢
を
硬
化
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

中
国
大
陸
や
東
南
ア
ジ
ア
で
の
日
本
の
軍
事
行
動
を
非
難
す
る
ア
メ
リ
カ
が
、

対
日
経
済
制
裁
を
発
動
し
て
、
日
米
関
係
が
悪
化
す
る
と
、
両
国
の
国
交
を
調
整

す
る
た
め
日
米
交
渉
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年

一
一
月
二
六
日
の
ア
メ
リ
カ
側
の
提
案
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
（
展
示
史
料

六
）
を
拒
否
し
た
日
本
は
、
一
二
月
八
日
、
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
攻
撃
し
、
太
平

洋
戦
争
に
至
り
ま
し
た
。

　

§
占
領
か
ら
講
和
へ

昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
九
月
二
日
、
ミ
ズ
ー
リ
艦
上
で
降
伏
文
書
の
署
名

が
行
わ
れ
、
太
平
洋
戦
争
は
終
結
し
ま
し
た
。
無
条
件
降
伏
し
た
日
本
は
、
連
合

国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
も
と
間
接
統
治
に
よ
る
占
領
下
に
お
か

れ
ま
し
た
。
占
領
下
の
日
本
で
は
、
最
高
司
令
官
で
あ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
中
心

に
、
非
軍
事
化
、
民
主
化
を
通
じ
て
日
本
社
会
を
改
造
す
る
構
想
が
練
ら
れ
、
昭

和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
一
一
月
に
は
、
象
徴
天
皇
制
、
戦
争
放
棄
を
う
た
っ
た

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

外
務
省
で
は
、
来
る
べ
き
平
和
条
約
締
結
に
備
え
、
終
戦
ま
も
な
い
昭
和
二
〇

（
一
九
四
五
）年
一
〇
月
か
ら
講
和
問
題
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

西
側
（
資
本
主
義
・
自
由
主
義
陣
営
）
と
東
側
（
社
会
主
義
・
共
産
主
義
陣
営
）

の
対
立
が
激
し
く
な
る
中
、
米
国
は
日
本
を
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
側
の
重
要
な

協
力
国
と
位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
六
月

に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
講
和
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
、
米
国
と
の
間
で

講
和
と
安
全
保
障
に
関
す
る
協
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
九
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議

が
開
催
さ
れ
、
同
月
八
日
、
ソ
連
等
を
除
く
四
九
か
国
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条
約
に
署
名
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
米
陸
軍
基
地
施
設
内
に
て
日
米
安
全

保
障
条
約
も
署
名
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
四
月
の
平
和
条
約
発
効
を
も
っ
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て
、
連
合
国
軍
の
占
領
が
終
了
し
、
日
本
は
完
全
な
主
権
を
回
復
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
四

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
九
月
二
〇
日

パ
リ
講
和
会
議
に
関
す
る
牧
野
伸
顕
全
権
委
員
復
命
上
奏
案

牧
野
伸
顕
（
ま
き
の
・
の
ぶ
あ
き
）
全
権
委
員
が
大
正
天
皇
に
パ
リ
講
和
会
議

の
様
子
を
伝
え
る
た
め
に
作
成
し
た
報
告
書
の
案
文
で
す
。
日
本
が
講
和
条
件
を

決
定
す
る
、
世
界
改
造
の
枢
軸
で
あ
る
五
大
国
の
一
員
と
い
う
立
場
に
な
っ
た
こ

と
、
国
際
政
局
に
お
い
て
、
重
要
な
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
牧
野
伸
顕
（
一
八
六
一
年
〜
一
九
四
九
年
）

牧
野
伸
顕
は
、
大
久
保
利
通
（
お
お
く
ぼ
・
と
し
み
ち
）
の
次
男
。
岩
倉
使
節

団
と
と
も
に
渡
米
し
、
約
三
年
間
留
学
。
そ
の
後
、
欧
州
諸
国
の
公
使
館
に
て
勤

務
。
西
欧
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
、
国
際
的
な
視
野
の
広
い
、
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治

家
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
二
〜
三
（
一
九
一
三
〜
一
九
一
四
）
年
に
は
外

務
大
臣
を
務
め
る
な
ど
、
重
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
な
お
、
パ
リ
講
和
会
議
の
全

権
団
に
は
、
牧
野
の
女
婿
だ
っ
た
吉
田
茂
（
よ
し
だ
・
し
げ
る
）
も
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

展
示
史
料
五

昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
一
一
月
二
六
日

ハ
ル
・
ノ
ー
ト

日
米
交
渉
の
最
終
段
階
で
、
ハ
ル
国
務
長
官
は
野
村
吉
三
郎
（
の
む
ら
・
き
ち

さ
ぶ
ろ
う
）
駐
米
大
使
に
米
国
政
府
の
見
解
を
示
し
た
覚
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
一
般
に
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
野
村
大
使
に
よ
っ
て
電
報

で
東
京
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
日
本
は
中
国
及
び
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
兵
力
を
撤
退
す
る
、
米
国

は
重
慶
の
蔣
介
石
政
権
以
外
の
中
国
に
お
け
る
い
か
な
る
政
権
も
支
持
し
な
い
な

ど
、
実
質
的
に
最
後
通
牒
に
等
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
こ
に
至
り
、
日
米
交
渉
は

事
実
上
終
止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。

●
野
村
吉
三
郎
（
一
八
七
七
年
〜
一
九
六
四
年
）

野
村
吉
三
郎
は
、
海
軍
の
軍
人
。
大
正
三
〜
七
（
一
九
一
四
〜
一
九
一
八
）
年

ま
で
米
国
大
使
館
付
武
官
と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
在
勤
し
、
後
に
大
統
領
と
な
る

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
ら
と
親
交
を
結
び
ま
し
た
。
パ
リ
講
和
会
議
、

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
随
行
。
日
米
交
渉
で
は
、
知
米
派
の
誠
実
な
提
督
大
使
と
し

て
期
待
さ
れ
、
戦
争
回
避
の
た
め
尽
力
し
ま
し
た
が
、
交
渉
は
決
裂
に
終
わ
り
ま

し
た
。

展
示
史
料
六

昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
七
月
二
〇
日

佐
藤
大
使
終
戦
意
見
電
報

佐
藤
尚
武
（
さ
と
う
・
な
お
た
け
）
駐
ソ
連
大
使
が
外
務
大
臣
宛
に
送
っ
た
終
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戦
意
見
電
報
で
す
。
佐
藤
大
使
は
様
々
な
情
勢
分
析
か
ら
、
連
合
国
側
の
条
件
を

容
認
し
、
早
期
に
終
戦
を
図
る
べ
し
と
、
切
々
と
訴
え
ま
し
た
。

【
佐
藤
大
使
終
戦
意
見
電
報
抜
粋
】

（
前
略
）
満
洲
事
変
以
来
日
本
ハ
権
道
ヲ
踏
ミ
来
リ
大
東
亜
戦
ニ
至
リ
テ
遂
ニ
自

己
ノ
力
以
上
ノ
大
戦
ニ
突
入
セ
リ
其
ノ
結
果
今
ヤ
本
洲
サ
ヘ
蹂
躙
セ
ラ
レ
ン
ト
ス

ル
危
険
ニ
直
面
シ
最
早
ヤ
確
タ
ル
成
算
ナ
キ
ニ
至
レ
ル
以
上
早
キ
ニ
及
ン
テ
決
意

シ
干
戈
ヲ
収
メ
テ
国
家
国
民
ヲ
救
フ
コ
ト
為
政
家
ノ
責
務
ナ
ル
ヲ
信
ス
（
中
略
）

国
民
ハ
長
期
ニ
亘
リ
敵
国
ノ
重
圧
ニ
喘
ヘ
カ
サ
ル
ヲ
得
ス
然
リ
乍
ラ
国
家
ノ
命
脈

ハ
之
ニ
依
リ
テ
継
カ
ル
ヘ
ク
斯
ク
シ
テ
数
十
年
ノ
後
再
ヒ
以
前
ノ
繁
栄
ヲ
回
復
ス

ル
ヲ
得
ヘ
ケ
ン
政
府
ハ
正
ニ
此
ノ
道
ヲ
撰
フ
ヘ
ク
（
中
略
）
満
洲
事
変
以
前
ヨ
リ

余
リ
ニ
モ
外
交
ヲ
軽
侮
シ
国
際
関
係
ニ
無
頓
着
ナ
リ
シ
コ
ト
カ
即
チ
今
日
ノ
禍
ヲ

招
キ
タ
ル
原
因
タ
リ
（
中
略
）
防
共
協
定
以
来
ノ
我
対
外
政
策
ハ
完
全
ニ
破
綻
セ

リ
（
中
略
）
此
ノ
過
誤
ハ
将
来
ニ
対
シ
明
確
ニ
認
識
シ
外
交
政
策
ノ
根
本
的
建
直

シ
ヲ
ナ
ス
ヲ
必
要
ト
ス
ヘ
シ
（
中
略
）
本
使
ハ
卒
直
ニ
今
次
戦
争
ノ
将
来
絶
望
ト

ナ
リ
タ
ル
事
実
ヲ
認
識
ス
ル
ヲ
要
ス
ト
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
（
中
略
）
無
益
ニ
死
地
ニ

就
カ
ン
ト
ス
ル
幾
十
万
ノ
人
命
ヲ
繋
キ
以
テ
国
家
滅
亡
ノ
一
歩
前
ニ
於
テ
之
ヲ
食

止
メ
七
千
万
同
胞
ヲ
塗
炭
ノ
苦
ヨ
リ
救
ヒ
民
族
ノ
生
存
ヲ
保
持
セ
ン
コ
ト
ヲ
ノ
ミ

念
願
ス
本
使
ハ
政
府
ノ
御
所
信
ニ
反
ス
ル
ヲ
知
リ
ツ
ツ
敢
テ
此
ノ
言
ヲ
呈
ス
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
其
ノ
罪
甚
大
ナ
ル
ヲ
自
認
ス
而
モ
尚
此
ノ
挙
ニ
出
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
救

国
唯
一
ノ
方
策
カ
卑
見
ノ
如
ク
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
ト
信
ス
ル
カ
故
ニ
シ
テ
仮
令
之

カ
為
本
使
ハ
敗
戦
主
義
者
ヲ
以
テ
非
難
セ
ラ
ル
ル
モ
之
ヲ
甘
受
ス
ヘ
キ
ニ
依
ル
如

何
ナ
ル
責
任
ニ
問
ハ
ル
ル
モ
謹
テ
御
受
ケ
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
申
添
ユ
（
後
略
）

●
佐
藤
尚
武
（
一
八
八
二
年
〜
一
九
七
一
年
）

佐
藤
尚
武
は
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
に
外
務
大
臣
も
務
め
た
外
交
官
で
、

戦
後
は
参
議
院
議
員
と
な
り
、
参
議
院
議
長
も
務
め
ま
し
た
。

展
示
史
料
七

昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
一
月
二
九
日

第
一
回
吉
田
・
ダ
レ
ス
会
談
記
録

占
領
下
の
日
本
で
は
、
講
和
に
向
け
て
、
米
国
と
協
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

米
国
の
ダ
レ
ス
特
使
（
国
務
長
官
顧
問
、
後
に
国
務
長
官
）
は
、
昭
和
二
六
（
一

九
五
一
）
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
来
日
し
、
平
和
条
約
と
安
全
保
障
問
題
に

つ
い
て
、
吉
田
茂
総
理
大
臣
と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
展
示
史
料
七
は
そ
の
際
の

会
談
記
録
で
す
。

第
一
回
会
談
に
お
い
て
ダ
レ
ス
は
、「
独
立
を
回
復
し
て
自
由
世
界
の
一
員
と

な
ろ
う
と
す
る
以
上
、
日
本
は
自
由
世
界
の
強
化
に
い
か
な
る
貢
献
を
な
そ
う
と

す
る
の
か
」
と
吉
田
に
問
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
吉
田
は
、「
日
本
は
ま
ず

独
立
を
回
復
し
た
い
一
心
」
で
あ
っ
て
、
再
軍
備
に
は
経
済
的
・
対
外
的
に
困
難

が
あ
る
と
応
じ
ま
し
た
。
第
二
回
会
談
で
は
、米
国
側
は
「
多
く
は
期
待
し
な
い
」

と
し
な
が
ら
も
、
日
本
が
自
由
世
界
の
防
衛
に
貢
献
す
る
こ
と
を
促
し
ま
し
た
。

事
務
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
た
そ
の
後
の
協
議
で
は
、
両
国
か
ら
安
全
保
障
に
関
す

る
具
体
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
が
軍
備
を
持
ち
交
戦
者
と
な
る
こ
と
を
想
定
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し
た
米
国
案
の
規
定
に
対
し
、
日
本
側
は
不
満
を
示
し
ま
し
た
が
、
他
方
で
、
五

万
人
規
模
の
「
保
安
隊
」
創
設
を
う
た
っ
た
文
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
譲
歩
を
示

し
、
以
後
、
交
渉
は
進
展
し
ま
し
た
。

以
上
の
協
議
を
経
て
、
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
和
条
約
と
は
別
に
、

米
軍
の
日
本
駐
留
を
規
定
し
た
日
米
協
定
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

米
国
は
、
日
米
間
の
交
渉
に
よ
っ
て
確
立
し
た
平
和
条
約
構
想
の
方
針
に
基
づ
い

て
、
他
の
連
合
国
と
対
日
講
和
交
渉
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
吉
田
茂
（
一
八
七
八
年
〜
一
九
六
七
年
）

吉
田
茂
は
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
、
二
八
歳
で
外
務
省
に
入
省
後
、
中
国
、

英
国
、
イ
タ
リ
ア
で
勤
務
し
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
は
外
務
次
官
に
着
任

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、駐
イ
タ
リ
ア
大
使
、駐
英
大
使
を
歴
任
し
、昭
和
一
四
（
一

九
三
九
）
年
に
退
官
。
親
英
米
主
義
者
で
あ
っ
た
吉
田
は
、
国
際
連
盟
脱
退
、
ド

イ
ツ
と
の
連
携
と
い
う
外
交
路
線
に
一
貫
し
て
反
対
し
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は

和
平
工
作
を
試
み
、
憲
兵
隊
に
拘
束
さ
れ
る
な
ど
の
困
難
に
も
直
面
し
ま
し
た
。

終
戦
後
、
東
久
邇
宮
（
ひ
が
し
く
に
の
み
や
）
内
閣
、
幣
原
内
閣
で
外
務
大
臣
を

務
め
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
に
は
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
ま
で
に
五
度
組
閣
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
日

本
の
復
興
に
全
精
力
を
傾
け
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
、
日
米
安
全
保
障

条
約
を
締
結
し
て
日
本
の
完
全
な
主
権
を
回
復
し
、
国
際
社
会
へ
の
復
帰
と
経
済

復
興
の
途
を
拓
き
ま
し
た
。

吉
田
は
米
国
と
の
協
調
を
日
本
外
交
の
基
本
と
し
、
米
国
と
安
保
条
約
を
結
ぶ

こ
と
で
安
全
を
保
ち
、
国
力
を
経
済
活
動
に
集
中
す
る
と
い
う
方
針
を
と
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
戦
後
の
日
本
外
交
の
方
向
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

日
米
安
保
条
約
は
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
に
米
国
の
日
本
防
衛
義
務
が
明

記
さ
れ
た
新
条
約
が
結
ば
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
外
交
史
料
館
別
館
は
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
に
財
団
法
人
吉
田

茂
記
念
事
業
財
団
よ
り
、
吉
田
茂
元
総
理
関
係
資
料
と
と
も
に
外
務
省
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
本
展
示
室
で
は
そ
の
う
ち
一
二
点
の
吉
田
総
理
関
係
資
料
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム　

〜
海
外
移
住
者
と
近
現
代
日
本
〜

日
本
人
の
海
外
移
住
は
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
の
ハ
ワ
イ
へ
の
集
団
移
住

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
王
国
で
の
砂
糖
き
び
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
就

労
に
始
ま
っ
て
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
と
い
っ
た
北
米
へ
多
く
の
日
本
人
が
移
住
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
の
い
わ
ゆ
る
「
排
日
移
民

法
」
に
よ
っ
て
米
国
で
日
本
人
移
住
者
の
入
国
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
移
住
先

と
し
て
南
米
、
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
期
に
ブ
ラ
ジ
ル
移
住

者
に
対
す
る
渡
航
費
補
助
が
開
始
さ
れ
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
者
数
は
年
々

増
加
し
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
、
戦
前
最
多
の
二
三
、二
九
九
人
を
送

り
出
し
、
同
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
開
始
二
五
周
年
の
記
念
式
典
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
天
地
を
求
め
て
海
外
に
移
住
し
た
多
く
の
日
本
人
は
偏
見
や
差
別
に
苦
し
み

な
が
ら
も
、
過
酷
な
労
働
に
耐
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
生
活
の
礎
を
築
き
上
げ
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ま
し
た
。
そ
の
数
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
は
約
七
七
万
人
、
大
戦
後
に
は
約

二
六
万
人
に
上
り
ま
し
た
。

現
在
、
世
界
全
体
の
日
系
人
数
は
三
六
〇
万
人
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
は
日
系
六
世
も
誕
生
し
て
お
り
、
日
系
人
と
し
て
の
新
た
な
意
識
や
世
界
観
を

持
ち
な
が
ら
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
各
国
で
日
系
団
体

を
設
立
し
、
日
本
文
化
の
継
承
と
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、多
く
の
日
系
人
と
そ
の
家
族
が
就
労
や
勉
学
の
目
的
で
来
日
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
多
く
が
日
本
に
定
着
す
る
な
か
、
親
と
と
も
に
来
日
し
た
子
ど
も
た
ち
の

教
育
支
援
や
就
職
支
援
を
通
し
て
、
日
本
で
の
活
躍
を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

外
務
省
で
は
、
日
系
人
を
対
象
と
し
た
日
本
国
内
へ
の
研
修
員
受
入
れ
、
現
地

日
系
社
会
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、
日
本
か
ら
の
要
人
訪
問
の
機
会
に
日
系
人

と
の
接
点
を
積
極
的
に
設
け
る
な
ど
、
日
本
と
各
国
と
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
る

日
系
人
と
の
絆
を
強
化
し
、
次
世
代
を
含
め
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
し
て
い

く
た
め
に
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
八

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
二
五
周
年
記
念
絵
葉
書
、
日
系
二
世
の
写
真

Ⅲ　

国
際
社
会
へ
の
復
帰

　

§
戦
後
処
理
と
国
際
機
関
へ
の
加
盟

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
四
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
に

よ
っ
て
、
日
本
は
完
全
な
主
権
を
回
復
し
ま
し
た
。
日
本
の
取
り
組
む
べ
き
次
な

る
外
交
課
題
は
、
国
際
社
会
で
の
信
頼
を
回
復
す
る
こ
と
で
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
平
和
条
約
を
皮
切
り
に
日
本
は
五
〇
を
超
え
る
旧
交
戦
国
と
の
関
係
を
修

復
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
戦
後
新
た
に
独
立
し
た
国
々
と
そ
れ

ぞ
れ
条
約
を
結
ん
で
外
交
関
係
を
構
築
し
、
賠
償
そ
の
他
の
対
応
を
通
じ
て
国
際

社
会
か
ら
の
信
頼
を
回
復
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
韓
国
と
も
昭
和
四
〇
（
一

九
六
五
）
年
、
日
韓
基
本
条
約
を
結
び
、
国
交
を
正
常
化
し
ま
し
た
。

国
際
機
関
へ
の
加
盟
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
は

国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
関
税
及
び
貿
易
に
関

す
る
一
般
協
定
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
、
現
世
界
貿
易
機
関
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）、
昭
和
三
九
（
一
九
六

世界の推定日系人数
（平成27（2015）年10月1日現在）
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四
）
年
に
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
と
、
日
本
は
国
際
経
済
体
制
を
支

え
る
様
々
な
枠
組
み
や
機
関
に
加
盟
し
ま
し
た
。
ま
た
、国
際
連
合
へ
の
加
盟
は
、

ソ
連
の
反
対
な
ど
を
受
け
難
航
し
た
も
の
の
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
に
ソ

連
と
の
国
交
を
回
復
し
た
こ
と
に
よ
り
、同
年
に
実
現
し
ま
し
た（
展
示
史
料
九
）。

　

§
沖
縄
返
還
と
日
中
国
交
正
常
化

日
本
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
二
条
に
よ
り
、
朝
鮮
・
台
湾
な
ど
を

放
棄
し
ま
し
た
。
一
方
で
琉
球
諸
島
を
含
む
南
西
諸
島
は
、
同
条
約
第
三
条
に
よ

り
、
米
国
の
施
政
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。
日
本
は
こ
れ
ら
諸
島
の
早
期
返
還
を
求

め
米
国
と
交
渉
を
継
続
し
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
奄
美
群
島
、
昭
和
四

三
（
一
九
六
八
）
年
に
小
笠
原
群
島
が
日
本
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
の
佐
藤
栄
作
（
さ
と
う
・
え

い
さ
く
）
総
理
大
臣
と
ニ
ク
ソ
ン
米
国
大
統
領
と
の
会
談
で
「
核
抜
き
・
本
土
並

み
・
一
九
七
二
年
中
」
の
沖
縄
返
還
に
合
意
し
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
に

沖
縄
返
還
協
定
が
調
印
さ
れ
、
翌
四
七
（
一
九
七
二
）
年
、
日
本
に
返
還
さ
れ
ま

し
た
（
展
示
史
料
一
〇
）。

中
華
人
民
共
和
国
と
は
長
ら
く
国
交
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、昭
和
四
六（
一

九
七
一
）
年
、
ニ
ク
ソ
ン
米
国
大
統
領
の
翌
年
の
訪
中
が
発
表
さ
れ
、
日
本
で
も

中
国
と
の
国
交
正
常
化
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
昭
和
四
七

（
一
九
七
二
）
年
、
田
中
角
栄
（
た
な
か
・
か
く
え
い
）
総
理
大
臣
が
訪
中
し
、

日
中
共
同
声
明
が
署
名
さ
れ
、
日
中
の
国
交
は
正
常
化
し
ま
し
た
（
展
示
史
料
一

一
）。
こ
う
し
て
、
日
本
は
、
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
に
多
く
の
国
と
戦
後
処
理
を

行
い
、
平
和
国
家
と
し
て
の
信
頼
を
回
復
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
間
、
経
済
的
に

発
展
し
た
こ
と
も
あ
り
、
国
際
社
会
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
求

め
る
機
運
が
内
外
で
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

展
示
史
料
九

昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
一
二
月
一
八
日

日
本
の
国
際
連
合
加
盟
に
関
す
る
決
議
文
原
文

日
本
の
加
盟
は
総
会
本
会
議
で
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
決
議
文
原
文
に
各
国

代
表
が
記
念
の
記
帳
を
行
い
ま
し
た
。代
表
の
名
前
と
国
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
一
〇

昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
六
月
一
七
日
調
印

昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
五
月
一
五
日
発
効

沖
縄
返
還
協
定
（
調
印
本
書
）

東
京
の
総
理
官
邸
と
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
務
省
を
衛
星
放
送
で
結
ん
で
調
印
式
を

行
う
と
い
う
新
し
い
試
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
史
料
一
一

昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
九
月
二
九
日
調
印

日
中
共
同
声
明

北
京
の
人
民
大
会
堂
に
お
い
て
署
名
。
日
本
側
は
田
中
角
栄
総
理
、
大
平
正
芳

（
お
お
ひ
ら
・
ま
さ
よ
し
）
外
務
大
臣
、
中
国
政
府
は
周
恩
来
国
務
院
総
理
、
姫
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鵬
飛
外
交
部
長
が
署
名
し
ま
し
た
。

日
中
両
国
の
友
好
関
係
の
証
と
し
て
、
日
本
か
ら
は
桜
の
苗
木
一
、
〇
〇
〇
本

が
、
中
国
か
ら
は
パ
ン
ダ
二
頭
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ン
ダ
は
カ
ン
カ
ン
、
ラ
ン

ラ
ン
の
名
で
上
野
動
物
園
で
飼
育
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅳ　

先
進
国
・
経
済
大
国
と
し
て
の
日
本

主
権
回
復
後
、
日
本
は
国
際
機
関
へ
の
加
盟
、
周
辺
諸
国
と
の
関
係
回
復
を
通

じ
て
国
際
社
会
へ
の
復
帰
を
果
た
す
と
共
に
、
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
に
は

米
国
に
次
ぐ
世
界
第
二
の
経
済
大
国
と
な
り
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
大

き
な
責
任
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

以
下
に
現
在
の
日
本
外
交
が
取
り
組
ん
で
い
る
国
際
的
な
諸
問
題
や
そ
の
解
決

の
た
め
の
国
際
協
調
の
枠
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

先
進
国
間
協
調
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）
へ
の

参
加
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
持
続
的
な
推
進
、
多
国
間
・
二
国
間
双
方

の
手
段
を
通
じ
た
軍
備
管
理
軍
縮
・
不
拡
散
外
交
の
展
開
、
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
の
開
催
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
連
携
の
推
進
な
ど
、
国
際
社
会

に
お
け
る
日
本
外
交
の
取
組
は
、様
々
な
分
野
で
拡
大
と
深
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

§
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）

昭
和
四
六（
一
九
七
一
）年
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
昭
和
四
八（
一
九
七
三
）

年
の
第
一
次
石
油
危
機
な
ど
の
諸
問
題
に
直
面
し
た
先
進
国
の
間
で
は
、
通
貨
、

貿
易
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
世
界
規
模
の
経
済
問
題
に
つ
い
て
、
首
脳
レ
ベ
ル

で
総
合
的
に
議
論
す
る
場
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
仏
大
統
領
の
提
案
に
よ
り
、

昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
一
一
月
、パ
リ
郊
外
の
ラ
ン
ブ
イ
エ
城
に
お
い
て
、仏
、

米
、
英
、
独
、
日
、
伊
の
六
か
国
に
よ
る
第
一
回
主
要
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
四
〇
年
以
上
、
先
進
国
の
首
脳
が
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
ん
で
自
由
闊
達
に
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
合
意
を
形
成
し
、
物
事
を
決
定
し

て
い
く
場
と
し
て
、
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
の
ボ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
の

当
時
は
、
世
界
経
済
の
景
気
回
復
の
ペ
ー
ス
が
低
下
す
る
な
か
、
米
国
で
貿
易
・

経
常
収
支
が
赤
字
と
な
る
一
方
、
日
本
と
西
ド
イ
ツ
の
貿
易
収
支
は
黒
字
化
す
る

な
ど
、
各
国
の
経
済
情
勢
が
一
様
で
な
い
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
た
福
田
赳
夫
（
ふ
く
だ
・
た
け
お
）
総
理
大
臣
は
、
日
本

経
済
が
世
界
経
済
を
支
え
る
た
め
、
輸
出
を
抑
制
し
内
需
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長

を
目
指
す
と
同
時
に
、
途
上
国
へ
の
開
発
援
助
を
拡
大
す
る
と
発
言
し
、
各
国
首

脳
に
も
日
本
の
取
組
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
福
田
総
理
の
発
言
を
各
国
首
脳

も
高
く
評
価
し
、
共
同
声
明
で
は
、
各
国
が
自
国
の
情
勢
に
見
合
っ
た
具
体
的
な

成
長
政
策
、
イ
ン
フ
レ
対
策
な
ど
を
と
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
会
談
の
記

録
か
ら
は
、
首
脳
同
士
が
大
局
的
な
見
地
か
ら
議
論
を
交
わ
す
様
子
が
読
み
取
れ

ま
す
（
展
示
史
料
一
二
）。

昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
に
六
か
国
で
始
ま
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
は
、
そ
の
後
、

カ
ナ
ダ
、
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
・
現
在
は
Ｅ
Ｕ
）
が
参
加
し
、
冷
戦
終
了
後
に
は
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ロ
シ
ア
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
以
降
は

ロ
シ
ア
の
参
加
は
停
止
）。

ま
た
、
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
一
一
月
に
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を

契
機
に
発
生
し
た
経
済
・
金
融
危
機
に
対
処
す
る
た
め
、 

Ｇ
７
の
首
脳
に
加
え
、

一
二
か
国
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
豪
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
、
印
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
メ

キ
シ
コ
、
韓
、
露
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ト
ル
コ
）
の
首
脳
参
加

の
も
と
、
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
は
、
加
盟

国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世
界
の
約
八
割
以
上
を
占
め
る
た
め
、「
国
際
経
済
協
調
の
第
一

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」と
し
て
経
済
分
野
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
後
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
年
（
二
〇
一
九
年
）
は
日
本
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
世
界
各
国
の
相
互
依
存
関
係
が
進
ん
だ
現
在
、
物
事

が
国
境
を
越
え
て
大
き
く
影
響
し
あ
う
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
れ
ら
に
迅
速
且
つ

有
効
に
対
処
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
総
合
的
・
横

断
的
に
様
々
な
分
野
を
総
覧
す
る
立
場
に
あ
る
首
脳
同
士
が
話
し
合
い
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
決
断
し
て
い
く
場
で
あ
る
サ
ミ
ッ
ト
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

展
示
史
料
一
二

昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
七
月
一
七
日

第
四
回
サ
ミ
ッ
ト
議
事
報
告
電
報

コ
ラ
ム　

〜
要
人
訪
問
の
拡
大
〜

第
二
次
世
界
大
戦
以
前
、
政
府
要
人
が
外
国
を
訪
問
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
外
務
大
臣
に
限
っ
て
も
副
島
外
務
卿
に
よ
る
清
国
訪
問
（
展
示

史
料
二
）、
小
村
寿
太
郎
（
こ
む
ら
・
じ
ゅ
た
ろ
う
）
外
務
大
臣
の
日
露
講
和
会
議

出
席
の
た
め
の
米
国
訪
問
な
ど
、
ご
く
わ
ず
か
な
事
例
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
戦
後
は
旅
客
機
の
普
及
や
電
信
・
電
話
の
発
展
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
に
伴
い
、
総
理
大
臣
を
含
む
政
府
要
人
が
頻
繁
に
外
国
を
訪

問
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
諸
外
国
の
要
人
も
頻
繁
に
日
本
を
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
、
各
国
の
首
脳
が
集
ま
る
国
際
会

議
も
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

要
人
の
往
来
は
、
政
府
首
脳
同
士
の
交
流
や
互
い
の
信
頼
関
係
を
深
め
る
と
と

も
に
、
関
係
の
良
好
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
有
名
な
の
は
中
曽
根
康
弘
（
な
か
そ
ね
・
や
す
ひ
ろ
）
総
理
大

臣
で
、
最
初
の
米
国
訪
問
に
つ
い
て
、「
大
所
高
所
の
議
論
を
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
大

統
領
と
の
間
で
「
レ
ッ
ツ
・
ゴ
ー
」
と
の
精
神
で
意
気
投
合
し
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
、
大
統
領
と
お
互
い
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う
「
ロ
ン
・
ヤ

ス
」
関
係
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
に

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
日
本
を
訪
問
し
た
際
は
自
身
の
別
荘
で
あ
る「
日
の
出
山
荘
」

（
東
京
都
西
多
摩
郡
日
の
出
町
）
に
招
き
、
日
本
式
家
屋
の
い
ろ
り
で
も
て
な
し

ま
し
た
。
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コ
ラ
ム　

〜
皇
室
の
国
際
親
善
〜

外
国
の
王
族
が
初
め
て
日
本
を
訪
問
し
た
の
は
、
外
務
省
創
設
と
同
じ
一
五
〇

年
前
、
明
治
二
年
七
月
（
一
八
六
九
年
八
月
）
の
こ
と
で
し
た
。
初
め
て
の
訪
問

者
は
英
国
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
陛
下
の
第
二
王
子
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
公
で
、
国
賓

と
し
て
明
治
天
皇
に
謁
見
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
後
、
日
本
の
外
交
関
係
が
拡
大

す
る
の
に
伴
い
、
わ
が
国
の
皇
室
と
諸
外
国
の
王
族
、
元
首
と
の
間
で
の
国
際
親

善
も
大
き
く
広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
は
、
タ
イ
の
プ
ミ
ポ
ン
国
王
陛
下
が
シ
リ
キ
ッ

ト
王
妃
陛
下
と
と
も
に
日
本
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
国
王
陛
下
が
日
本
的
な
も
の

や
、
日
本
の
産
業
の
発
展
ぶ
り
を
見
た
い
と
希
望
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
歌
舞
伎
、

蹴
鞠
な
ど
の
伝
統
芸
能
や
東
大
寺
な
ど
の
寺
社
仏
閣
、
半
導
体
、
テ
レ
ビ
等
の
工

業
製
品
の
製
造
現
場
な
ど
、
幅
広
い
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
御
臨
席
の
も
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
特
別
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、
国
王
陛

下
作
曲
の
曲
も
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
国
王
陛
下
の
訪
日
は
タ
イ
で
も
大
き
く
注
目

さ
れ
、
日
タ
イ
両
国
が
今
後
各
分
野
で
益
々
緊
密
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
好
意
的
に

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
に
は
、
英
国
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
殿
下
と
ダ
イ

ア
ナ
皇
太
子
妃
殿
下
が
日
本
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
浩
宮
徳
仁
（
ひ
ろ
の

み
や
・
な
る
ひ
と
）
親
王
殿
下
（
現
在
の
天
皇
陛
下
）
の
御
留
学
や
当
時
の
皇
太

子
同
妃
両
殿
下
（
現
在
の
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）
の
英
国
お
立
ち
寄
り
な
ど
、
日

本
の
皇
室
に
よ
る
英
国
訪
問
が
続
く
中
、
英
国
側
の
打
診
に
よ
り
実
現
し
た
も
の

で
す
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
殿
下
夫
妻
は
大
阪
、
京
都
、
東
京
な
ど
各
地
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
二
人
の
訪
問
は
日
本
で
も
大
き
な
歓
迎
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

関
西
で
は
大
阪
に
到
着
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
殿
下
夫
妻
を
徳
仁
親
王
殿
下
が

出
迎
え
ら
れ
、
京
都
の
修
学
院
離
宮
を
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
は
昭
和
天
皇

皇
后
両
陛
下
主
催
の
宮
中
晩
さ
ん
会
の
他
、
皇
太
子
殿
下
同
妃
両
殿
下
に
よ
る
内

輪
の
晩
さ
ん
会
が
催
さ
れ
る
な
ど
、皇
室
か
ら
も
手
厚
い
歓
迎
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

皇
太
子
夫
妻
へ
の
歓
迎
ぶ
り
は
、
英
国
で
も
「
英
連
邦
以
外
の
国
で
王
室
が
こ
れ

ほ
ど
の
大
歓
迎
を
受
け
た
前
例
は
な
い
」
と
報
道
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
皇
室
は
、
諸
外
国
の
王
室
や
訪
問
先
の
国
の
人
々
と
の

間
で
非
常
に
友
好
的
な
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
皇
室
の
国
際
親
善
活
動
は
、

日
本
文
化
を
伝
え
、
諸
外
国
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
上
で
、
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

§
政
府
開
発
援
助
・
開
発
協
力
の
拡
大

日
本
は
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
に
開
発
途
上
国
支
援
の
た
め
の
国
際
機
関

「
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
」
に
加
盟
し
、
以
後
、
人
道
的
援
助
、
戦
後
賠
償
に
よ
る

友
好
関
係
の
回
復
、輸
出
振
興
な
ど
の
様
々
な
背
景
の
も
と
、政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
が
経
済
成
長
を
遂
げ
る
と
、
よ
り
積
極
的

な
貢
献
を
す
る
べ
き
と
の
考
え
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
〇
年

代
半
ば
に
は
援
助
額
は
一
〇
億
ド
ル
を
超
え
、
主
要
援
助
国
に
肩
を
並
べ
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
対
象
地
域
も
次
第
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。



－ 82 －

『外交史料館報』第 33 号（2020 年 3 月）

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
は
、援
助
の
基
本
理
念
や
実
施
原
則
を
示
し
た
「
Ｏ

Ｄ
Ａ
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
は
そ
の
後
も
状
況
に
応
じ
て
検

討
が
加
え
ら
れ
、Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
施
か
ら
六
〇
年
を
経
た
平
成
二
七（
二
〇
一
五
）年
、

｢

開
発
協
力
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
、
現
在
の
開
発
協
力
政
策
の
基
礎
と
な
っ
て
い

ま
す
。

開
発
協
力
大
綱
で
は
、
国
際
社
会
の
平
和
・
安
定
と
繁
栄
を
め
ざ
す
こ
と
、
そ

れ
に
よ
っ
て
日
本
の
平
和
と
安
全
、
繁
栄
な
ど
、
国
益
に
資
す
る
国
際
環
境
を
作

る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
非
軍
事
的
な
協
力
を
進
め
る
こ
と
、

弱
い
立
場
に
置
か
れ
た
人
々
を
助
け
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
推
進
す
る
こ
と
、

日
本
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
途
上
国
の
自
発
性
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
が
基
本

方
針
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
後
、
ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児
童
基
金
）
は
、
日
本
の
子
ど
も
達
の
た

め
に
、
約
六
五
億
円
（
現
在
の
一
三
〇
〇
億
円
相
当
）
を
拠
出
し
、
学
校
給
食
用

の
粉
ミ
ル
ク
や
衣
類
用
の
綿
、
医
薬
品
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
銀

行
か
ら
の
多
額
の
融
資
に
よ
っ
て
、
東
海
道
新
幹
線
や
東
名
高
速
道
路
、
黒
部
第

四
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
ま
し
た
。
戦
争
に
よ
っ
て

荒
廃
し
た
日
本
も
、
か
つ
て
こ
う
し
た
国
際
社
会
か
ら
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
復

興
し
、
経
済
成
長
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
日
本
が
世
界
に
対
し
て
援
助
を
行
っ
た
額
（
昭
和
二
五
（
一
九
五

〇
）
年
か
ら
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
ま
で
の
累
積
額
）
は
支
出
総
額
ベ
ー
ス

で
五
、一
四
三
億
ド
ル
、
一
九
〇
か
国
・
地
域
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
援

助
は
、
そ
の
国
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
成
長
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
地
球
の
未

来
と
世
界
の
平
和
を
守
り
、
日
本
自
身
の
安
全
や
繁
栄
を
支
え
る
上
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
一
三

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
感
謝
を
示
す
各
国
の
紙
幣
や
切
手

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
道
路
や
橋
、
発
電
所
、
下
水
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
か
ら
、
農
業
・
工
作
機
械
の
提
供
、
保
健
・
医
療
、
教
育
、
環
境
保
護
、
災
害

に
関
す
る
技
術
協
力
（
専
門
家
派
遣
）
な
ど
、
様
々
な
形
で
行
わ
れ
、
各
国
の
発

展
や
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

各
国
で
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
支
援
を
記
念
し
て
、
紙
幣
や
切
手
が
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
紙
幣
や
切
手
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
へ
の
信

頼
や
存
在
感
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

§
軍
備
管
理
軍
縮
・
不
拡
散
へ
の
取
組

冷
戦
下
に
採
択
・
発
効
し
た
「
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
」（
核
兵
器

不
拡
散
条
約
・
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
は
今
日
に
続
く
核
軍
縮
交
渉
の
起
点
で
あ
り
、
国
際
的

な
核
軍
縮
・
不
拡
散
体
制
の
礎
石
と
な
る
条
約
で
す
。

核
兵
器
は
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
に
米
国
、
英
国
、
ソ
連
の
三
国
が
保
有
す
る

状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
に
フ
ラ
ン
ス
、

昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
に
中
国
が
核
実
験
に
成
功
し
た
こ
と
は
、
国
際
社
会

に
核
兵
器
拡
散
へ
の
懸
念
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
米
ソ

を
は
じ
め
と
す
る
各
国
が
採
択
し
た
の
が
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
で
す
（
展
示
史
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料
一
四
）。

本
条
約
は
、
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
一
月
一
日
以
前
に
核
兵
器
等
を
製
造

し
、
か
つ
爆
発
さ
せ
た
国
を
「
核
兵
器
国
」
と
定
め
、「
核
兵
器
国
」
以
外
へ
の
核

兵
器
の
拡
散
を
防
止
し
て
い
ま
す
。
核
兵
器
を
持
た
な
い
「
非
核
兵
器
国
」
に
は
、

原
子
力
が
平
和
的
利
用
か
ら
核
兵
器
等
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
保
障
措
置
を
受
諾
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
締
約
国
は
誠
実
に
核
軍
縮
交
渉
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
更
に
五
年
ご
と
に
条
約
の
運
用
見
直
し
を
行
う
た
め
の
会
議
を
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
核
軍
縮
を
進
め
て
い
く
上
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

本
条
約
は
核
軍
縮
・
核
不
拡
散
・
原
子
力
の
平
和
的
利
用
と
い
う
三
つ
の
要
素

を
併
せ
持
つ
条
約
で
あ
り
、
締
約
国
は
現
在
一
九
一
の
国
と
地
域
に
及
ん
で
い
ま

す
。
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
は
条
約
の
無
期
限
延
長
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
二
月
に
条
約
に
署
名
し
た
日
本
は
、
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
、
多
国
間
の
枠
組
み
や
二
国
間
の
外
交
の
機
会
を
活
用
し
な
が
ら
、
軍

備
管
理
軍
縮
・
不
拡
散
の
分
野
で
も
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
近
年
で

は
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
共
同
で
「
軍
縮
・
不
拡

散
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｎ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
）」
を
立
ち
上
げ
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年

に
は
、
核
軍
縮
の
実
質
的
な
進
展
の
た
め
の
賢
人
会
議
を
設
立
す
る
等
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
核
軍
縮
・
不
拡
散
の
取
組
に
関
す
る
現
実
的
か
つ
実
践
的
な
提
案
を
行

う
こ
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
運
用
検
討
会
議
に
よ
る
合
意
の
履
行
を
後
押
し
し
、
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
一
四

昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
二
月
三
日
日
本
政
府
署
名
、
同
年
三
月
五
日
発
効

核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
（
認
証
謄
本
）

多
数
国
間
の
条
約
の
た
め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ロ
ン
ド
ン
、
モ
ス
ク
ワ
の
三
か
所

で
署
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

§
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
〜
パ
リ
協
定
〜

化
石
燃
料
使
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
Ｃ
Ｏ2
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
増
加
を
原
因
と

す
る
気
候
変
動
（
地
球
温
暖
化
）
問
題
は
、
二
〇
世
紀
末
よ
り
人
類
共
通
の
課
題

と
し
て
大
き
な
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
を
気
候
体
系
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
水
準
で
安

定
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
採
択
さ
れ
た
の
が
「
国

連
気
候
変
動
枠
組
条
約
」
で
す
。
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
か
ら
は
毎
年
、
同
条

約
の
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
が
開
催
さ
れ
、温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
た
め
、

精
力
的
な
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
九（
一
九
九
七
）年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
で
は
先
進
国
の
削
減
義
務
を
定
め
た「
京

都
議
定
書
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
排
出
削
減
の
取
組
を
具

体
化
す
る
検
討
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
、
パ
リ
で
開

催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
お
い
て
、「
パ
リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
（
展
示
史

料
一
五
）。
本
協
定
は
、
二
〇
二
〇
年
以
降
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
等
の
た

め
の
新
た
な
国
際
枠
組
み
で
あ
り
、
京
都
議
定
書
の
成
立
以
降
、
日
本
が
主
張
し
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て
き
た
「
全
て
の
国
に
よ
る
取
組
」
が
実
現
し
た
画
期
的
な
協
定
で
す
。
京
都
議

定
書
は
発
効
に
七
年
を
要
し
た
の
に
対
し
、
パ
リ
協
定
が
採
択
翌
年
に
発
効
さ
れ

た
こ
と
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
う
か
が
わ
せ

る
も
の
で
す
。

パ
リ
協
定
に
定
め
ら
れ
た
「
二
℃
目
標
」
を
実
現
し
、
持
続
可
能
で
強
靱
な
社

会
を
構
築
す
る
た
め
、日
本
政
府
は
民
間
企
業
、地
方
自
治
体
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
様
々

な
担
い
手
と
協
力
し
な
が
ら
、
国
内
の
温
暖
化
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

二
〇
二
〇
年
か
ら
パ
リ
協
定
の
本
格
運
用
が
始
ま
り
、
そ
の
実
施
が
重
要
と
な
っ

て
く
る
中
、
日
本
の
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
長
期
成
長
戦
略
に
掲
げ
ら
れ
た
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
、
取
組
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

展
示
史
料
一
五

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
四
月
二
二
日
署
名
、
同
年
一
一
月
四
日
発
効

パ
リ
協
定

　

§
ア
フ
リ
カ
開
発
の
提
唱
〜
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
立
ち
上
げ
〜

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
続
々
と
独
立
し
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
多
く
は
、
政
治
・

経
済
的
な
不
安
定
さ
を
長
く
抱
え
て
い
た
た
め
、
国
際
機
関
や
先
進
国
か
ら
多
額

の
援
助
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
冷
戦
の
終
結
や
援
助
側
の
「
援
助
疲
れ
」
な
ど
に
伴
い
、
一
九
九
〇

年
頃
に
は
ア
フ
リ
カ
へ
の
国
際
社
会
の
関
心
は
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
日
本
が
ア
フ
リ
カ
の
重
要
性
を
唱
え
て
立
ち
上
げ
た
の
が
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
で
す
。
今
日
、ア
フ
リ
カ
と
各
国
と
の
間
に
は
様
々

な
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
存
在
し
ま
す
が
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
会
議

で
す
。

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ⅰ
）
に
は
、
ア
フ
リ
カ
の
四
八
か
国
、
一
二
援
助
国
、
Ｅ
Ｃ
（
欧
州
共
同
体
・
現

欧
州
連
合
）、
八
国
際
機
関
に
多
数
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
加
え
、
延
べ
約
一
〇
〇

〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
全
参
加
者
の
合
意
の
も
と
「
東
京
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
六
）。

宣
言
は
、
国
際
社
会
が
対
ア
フ
リ
カ
支
援
を
積
極
的
に
行
う
必
要
性
を
強
調
し

つ
つ
、
同
時
に
、
援
助
が
ア
フ
リ
カ
の
問
題
を
全
て
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
ア
フ
リ
カ
の
自
助
努
力
の
必
要
性
や
、
将
来
の
南
南

協
力
（
途
上
国
間
協
力
）
の
推
進
も
謳
わ
れ
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
大
陸
に
は
一
二
億
人
を
超
え
る
人
口
と
、
高
い
潜
在
性
を
持
つ
市
場

と
豊
富
な
天
然
資
源
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
今
や
国
際
社
会
に
お
け
る
重
要

な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
と
国
際
社
会
に
よ
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
大
原
則
の
下
で
、「
質
の

高
い
成
長
」
と
「
人
間
の
安
全
保
障
（
ア
フ
リ
カ
の
一
人
ひ
と
り
の
能
力
強
化
）」、

官
民
一
体
と
な
っ
た
ア
フ
リ
カ
開
発
に
向
け
て
継
続
的
に
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
年
八
月
に
は
、
横
浜
で
第
七
回
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅶ
）
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
一
六
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平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
一
〇
月
六
日

ア
フ
リ
カ
開
発
に
関
す
る
東
京
宣
言
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅰ
「
東
京
宣
言
」）

　

§
経
済
外
交
の
新
展
開
〜
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
〜

日
本
の
経
済
発
展
は
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
加
入
し
た
関
税
及
び
貿

易
に
関
す
る
一
般
協
定
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
、
そ
の
後
の
世
界
貿
易
機
関
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
を
中

心
と
す
る
多
角
的
貿
易
体
制
に
大
き
く
支
え
ら
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
通
じ
た
自

由
貿
易
体
制
の
維
持
と
強
化
は
日
本
の
貿
易
政
策
の
柱
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
方

で
、
多
数
国
が
参
加
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
合
意
形
成
の
難
し
さ
も
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
と
同
時
に
、
新
た
に
日
本
が
推
進
し
た
の
が
、
二
国
間
や
多
国
間

で
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
や
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で
す
。
Ｅ
Ｐ
Ａ

は
物
品
の
関
税
や
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
障
壁
等
の
削
減
・
撤
廃
、
投
資
、
人
の
移
動
、

知
的
財
産
の
保
護
や
競
争
政
策
に
お
け
る
ル
ー
ル
作
り
な
ど
を
通
じ
て
、
海
外
の

成
長
市
場
の
活
力
を
取
り
込
み
、
日
本
経
済
の
基
盤
を
強
化
す
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
に
二
一
か
国
と
の
間
で
一
八
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
結
び
ま
し
た
。

日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、日
本
が
署
名
し
た
最
初
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
す
（
展

示
史
料
一
七
）。
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
一
二
月
に
両
国
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
の

た
め
の
産
官
学
の
専
門
家
に
よ
る
検
討
会
合
設
置
を
決
定
し
、
平
成
一
三
（
二
〇

〇
一
）年
一
月
か
ら
約
一
〇
か
月
の
政
府
間
協
議
を
経
て
、平
成
一
四（
二
〇
〇
二
）

年
一
月
に
小
泉
純
一
郎
（
こ
い
ず
み･

じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
）
総
理
大
臣
と
ゴ
ー
・

チ
ョ
ク
ト
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
首
相
が
本
協
定
に
署
名
し
ま
し
た
。
協
定
は
貿
易
・

投
資
の
自
由
化
・
円
滑
化
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
分
野
で
の
経
済
連
携
を
強
化
す

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
協
定
内
容
の
細
目
を
含
む
た
め
、
調
印
本
書
に
厚
み
が

あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

展
示
史
料
一
七

平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
一
月
一
三
日
調
印
、
同
年
一
一
月
三
〇
日
発
効

日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
連
携
協
定
（
調
印
本
書
）

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
外
務
省
創
設
以
降
の
日
本
外
交
の
歴
史
を
見
て
き
ま
し
た
。

明
治
に
な
っ
て
本
格
的
に
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
外
交
活
動
を
始
め
た
日
本

は
、
国
際
社
会
で
の
地
位
向
上
を
目
指
し
、
明
治
、
大
正
と
そ
の
歩
み
を
進
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
昭
和
に
入
り
、
満
州
事
変
や
日
中
戦
争
を
起
こ
し
、
国
際
的
な

孤
立
を
深
め
、
太
平
洋
戦
争
に
至
り
ま
し
た
。

敗
戦
後
の
日
本
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
占
領
下
に
お
か
れ
、
社
会
の
様
々
な
分
野

で
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
発
効
に
よ
り
、
完
全

な
主
権
を
回
復
す
る
と
、
各
国
と
外
交
関
係
を
再
構
築
し
、
国
際
機
構
に
も
参
加

し
て
、平
和
国
家
と
し
て
国
際
社
会
で
の
信
頼
を
回
復
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
間
に
高
度
経
済
成
長
を
達
成
し
た
日
本
は
、
経
済
大
国
と
し
て
国
際
社
会
で

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
日
本
は
世
界
の
平
和
と
安
定
の
た
め
、
経
済
、
軍
縮
、
環
境
、
貧
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困
な
ど
様
々
な
国
際
問
題
に
対
し
、
国
際
会
議
の
場
や
、
政
府
開
発
援
助
を
通
じ
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
が
国
交
を
結
ん
で
い
る
国
は
一
九
五
か
国
、
世
界
各
地
に
在
留
す

る
日
本
人
は
約
一
三
五
万
人
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
に
在
留
す
る
外
国
人
は
約
二

七
三
万
人
、
入
国
外
国
人
は
年
間
約
三
一
一
九
万
人
に
及
び
ま
す
。
身
の
回
り
に

は
、
家
電
製
品
か
ら
、
衣
類
、
食
物
ま
で
外
国
製
品
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

と
諸
外
国
と
の
間
の
交
流
は
こ
の
一
五
〇
年
間
で
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
平
和

を
維
持
す
る
た
め
の
国
際
間
の
協
調
の
必
要
性
や
、
国
家
間
の
経
済
的
依
存
関
係

は
一
層
深
ま
り
、
環
境
問
題
な
ど
国
境
を
超
え
て
、
人
類
全
体
の
視
点
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
、
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

言
葉
や
文
化
、
考
え
方
の
違
う
た
く
さ
ん
の
国
々
が
あ
る
国
際
社
会
の
中
で
、

相
互
の
理
解
を
深
め
、
国
や
国
民
の
利
益
を
守
る
と
と
も
に
、
平
和
で
豊
か
な
世

界
を
構
築
す
る
た
め
に
、「
外
交
」
と
い
う
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

外
務
省
で
は
、
国
際
情
勢
の
変
化
を
冷
静
に
把
握
し
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
今
後
も
戦
略
的
に
外
交
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

主
要
参
考
文
献

〈
図
書
等
〉

外
務
省
編
『
外
交
青
書
』

外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
』

外
務
省
編
『
外
務
省
の
百
年
（
上
・
下
）』（
原
書
房
、
一
九
六
九
年
）

外
務
省
外
交
史
料
館
、日
本
外
交
史
辞
典
編
纂
委
員
会
編『
新
版 

日
本
外
交
史
辞
典
』（
山

川
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）

外
務
省
戦
後
外
交
史
研
究
会
編
『
日
本
外
交
三
〇
年　

戦
後
の
軌
跡
と
展
望
』（
世
界
の

動
き
社
、
一
九
八
二
年
）

波
多
野
澄
雄
編
著
『
日
本
外
交
の
一
五
〇
年
』（
日
本
外
交
協
会
、
二
〇
一
九
年
）

茨
城
県
立
歴
史
館
編
集
『
平
成
二
七
年
度
特
別
展　

外
務
省
外
交
史
料
館
・
茨
城
県
立

歴
史
館
共
催　

日
本
外
交
の
あ
ゆ
み
』（
茨
城
県
立
歴
史
館
、
二
〇
一
五
年
）

岩
波
書
店
編
集
部
編
『
近
代
日
本
総
合
年
表　

第
三
版
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）

『
外
交
』
各
号
（
時
事
通
信
社
出
版
局
・
都
市
出
版
）

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/

）

国
立
公
文
書
館
「
公
文
書
に
み
る
日
本
の
あ
ゆ
み
」

（http://w
w
w
.archives.go.jp/ayum

i/

）

JICA

横
浜　

海
外
移
住
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.jica.go.jp/jom

m
/

）

〈
外
務
省
記
録
・
戦
後
外
交
記
録
〉
※
掲
載
順

2.3.1.71 

「
詔
勅
及
上
奏
文
」

A
.1.3.1.1-3 

 「
日
、
米
外
交
関
係
雑
纂　

太
平
洋
ノ
平
和
並
東
亜
問
題
ニ
関
ス
ル
日

米
交
渉
関
係
（
近
衛
首
相
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
ヲ
含
ム
）」
第
六
巻

A
.7.0.0.9-55 

 「
大
東
亜
戦
争
関
係
一
件　

戦
争
終
結
ニ
関
ス
ル
日
蘇
交
渉
関
係
（
蘇

連
ノ
対
日
宣
戦
ヲ
含
ム
）」
第
一
巻

B'.4.0.0.1-3 
 「

対
日
平
和
条
約
関
係　

第
一
次
ダ
レ
ス
来
訪
関
係
（
第
一
次
交
渉
）」

（M
F N
O
.B'-0009

）

J.1.2.0.J7-1 

「
本
邦
移
民
保
護
、
奨
励
並
救
済
関
係
雑
件　

伯
国
関
係
」
第
一
三
巻

2009-0724 

「
日
中
文
化
交
流
／
上
野
動
物
園
へ
の
パ
ン
ダ
寄
贈
」

2015-2091 

「
第
四
回
主
要
国
首
脳
会
議
（
ボ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
）」

2010-6217 

「
鄧
小
平
中
国
国
務
院
副
総
理
夫
妻
訪
日
ア
ル
バ
ム
（
公
賓
）」

2015-2105 

「
中
曽
根
総
理
米
国
訪
問
」　　
　

2014-4068 

「
レ
ー
ガ
ン
米
国
大
統
領
夫
妻
訪
日
ア
ル
バ
ム
（
国
賓
）」

L'.5.0.0.1-32 

「
国
賓
訪
日
記
念
写
真
ア
ル
バ
ム 

プ
ミ
ポ
ン
・
タ
イ
国
王
陛
下
」

2017-0634 

「
チ
ャ
ー
ル
ズ
英
国
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
訪
日
（
公
賓
）」

2017-0637 
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
英
国
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
訪
日
ア
ル
バ
ム
（
公
賓
）」
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展
示
史
料
一

日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
修
好
通
商
航
海
条
約

展
示
史
料
二

使
清
日
記
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展
示
史
料
四

パ
リ
講
和
会
議
に
関
す
る
牧
野
伸
顕
全
権
委
員
復
命
上
奏
案

展
示
史
料
八

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
二
五
周
年
記
念
絵
葉
書
、
日
系
二
世
の
写
真
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展
示
史
料
九

日
本
の
国
際
連
合
加
盟
に
関
す
る
決
議
文
原
文

展
示
史
料
一
〇

沖
縄
返
還
協
定
（
調
印
本
書
）
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展
示
史
料
一
一

日
中
共
同
声
明

展
示
史
料
一
三

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
感
謝
を
示
す
各
国
の
紙
幣
や
切
手
（
外
務
省
国
際
協
力
局
所
蔵
）

【右上】森林保護・原野対策の技術協力（マダガスカル･切手）
【中央上】ヨルダン・イスラエルを結ぶシェイク・フセイン橋（ヨルダン･切手）
【左上】火力発電所の建設・農業機械の無償供与（アゼルバイジャン･切手）
【下】メコン川の「つばさ橋」と「きずな橋」（カンボジア･紙幣）
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展
示
史
料
一
四

核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
（
認
証
謄
本
）

展
示
史
料
一
七

日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
連
携
協
定
（
調
印
本
書
）
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2 1869

4 1871
7 1874
8 1875
9 1876

15 1882
18 1885
19 1886
21 1888
22 1889
23 1890
27 1894

28 1895

35 1902
37 1904
38 1905

43 1910
44 1911
45 1912
3 1914
4 1915
6 1917
7 1918
8 1919

9 1920
10 1921
11 1922
12 1923
13 1924
14 1925

2 1927
4 1929
5 1930

6 1931
7 1932
8 1933
9 1934

11 1936
12 1937
14 1939

特別展示「日本外交の一五〇年」関連年表
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15 1940
16 1941

18 1943
20 1945

21 1946
25 1950
26 1951
27 1952
28 1953
29 1954
30 1955
31 1956
35 1960
38 1963
39 1964
40 1965
42 1967
43 1968
45 1970
46 1971
47 1972
48 1973
50 1975
53 1978
55 1980
60 1985
61 1986
64 1989
1 1989
3 1991
4 1992

5 1993
7 1995
9 1997

13 2001
14 2002
15 2003
20 2008
23 2011
27 2015
31 2019
1


